
鶴
ケ
城
籠
城
戦
を

支
え
た
山
塩

会
津
は
山
国
で
、
塩
を
確
保
す

る
た
め
に
は
古
く
か
ら
大
変
苦
労

を
し
て
い
ま
し
た
。
塩
は
、
古
代

で
は
日
本
海
か
ら
専
用
の
土
器
に

入
れ
て
運
び
、
平
安
時
代
に
な
る

と
太
平
洋
側
か
ら
製
塩
土
器
に
入

れ
て
運
び
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

は
、
焼
塩
壷
に
入
れ
て
運
び
ま
し

た
。大

塩
の
山
塩

山
塩
は
、
温
泉
水
を
釜
で
煮
詰

め
て
つ
く
り
ま
す
。
塩
分
は
一

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
海
水
は
二
三

ｇ
、
山
塩
は
一
六
・
五
ｇ
で
す
。

海
水
と
異
な
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
山
塩
の

製
造
は
、
塩
井
か
ら
約
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
木
製
樋
で
流
し
、
鉄

釜
に
入
れ
て
煮
詰
め
て
作
り
ま
し

た
。
燃
料
と
し
て
薪
を
切
り
過
ぎ

た
た
め
、
萱
だ
け
し
か
生
え
な
く

な
り
米
沢
街
道
大
塩
の
北
を
萱
峠

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
塩
温
泉
の
塩
井
は
、
温
泉
街
に

架
か
る
大
塩
橋
の
両
側
に
あ
り
ま

し
た
が
、
国
道
四
五
九
号
の
改
修

で
今
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

慶
長
三
年(

一
五
九
八)

直
江
兼

続
が
い
た
上
杉
景
勝
時
代
に
は
、

埼
玉
県
の
深
谷
城
出
身
鈴
木
但
馬

守
明
定
が
山
塩
役
を
し
て
い
ま
し

た
。
米
沢
移
封
後
は
、
会
津
に
留

ま
り
子
孫
が
会
津
若
松
市
に
住
ん

で
い
ま
す
。
昭
和
十
九
年
か
ら
二

十
年
に
か
け
て
は
、
陸
軍
が
大
塩

で
塩
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
は
、

「
塩
井
二

村
中
大
塩
川
ノ
北
大

橋
ノ
東
西
ニ
ア
リ
、
東
ノ
井
筒
周

一
丈
三
尺
、
西
ノ
井
筒
周
一
丈
五

尺
、
共
ニ
深
一
丈
余
、
梁
溢
塩
井

ノ
類
ナ
リ
、
～
中
略
～
今
モ
塩
ヲ

焼
テ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
塩

井
が
二
基
あ
り
、
製
塩
を
商
売
と

す
る
者
が
い
ま
し
た
。
『
会
津
邑

日
記
』
「
塩
釜
三
十
四
」
と
三
四

の
釜
が
存
在
し
ま
し
た
。
文
化
二

年(

一
八
〇
五)

に
は
七
六
九
八
俵

山
塩
が
取
れ
ま
し
た
。
会
津
戦
争

の
一
八
六
八
年
に
は
、
鶴
ヶ
城
内

の
塩
蔵(

天
守
閣
下)

に
は
一
七
〇

〇
俵
の
山
塩
が
保
管
さ
れ
、
籠
城

戦
に
役
立
ち
ま
し
た
。

日
本
で
一
番
手
間
の
か
か
っ
た
、

高
価
な
塩
で
す
。

山塩の問合せ先
会津山塩企業組合
0241-33-2340

鈴木氏のいた深谷城
埼玉県深谷市

鈴
木
氏
の
墓

会
津
若
松
市
河
東
町

日本海側から運ばれた7世紀の製塩土器

太平洋側から運ばれた平安時代の製塩土器

会津の山塩
北塩原村大塩

会津歴史観光ガイド№818
Aidu history guide

図・写真・文 Ⓒ石田明夫2019 問合せ ℡・Fax 0242-24-3423 090-1378-8087
メール・ホームページ「会津歴史観光ガイド協会」で検索


	スライド 1: 会津の山塩 北塩原村大塩

